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,
 

r 

I 
!
( 

\J 

I 
/ 

. 

i

|

j

_

.谨
f

 

.
-

.

.

(

灌

认

。

.
徽
い

 

_

 

.養

,
• 

s

i

.
 

s
,

铸
忠
寶 

>
 治
播

0'
'

„
ぜ

.

警

に

#

_

上

け
ら
れ

V

る

も

の

、
糠「

に

存

唤

ち

れ

候

官

，本
座
濟 

«

,
第

‘
1ニ
 

;
•
•
• 
0

'1
1
1
•策
:-1

ヾ
九
^

^
と

^
ひ
居
る
も

^

-«
;+
數
年
女
；經

'て
享

保

十

年

ic
铖 

'

>

.

k-L
%

''
6

%
:'
|
:多
%
,
.-«
守
，
0£
信
^
1

」

|
5
^
*
字

*
ょ
ヒ
.云
へ

る

«
文

^
は「

近

*
鹰

書

多

^
#

:

ネ
有
,

名
¥

#

一

看

—

i

p

,馨

，亦
.
.
#
*論
之
，所
&

|1
«

庵
，木
痄
生
、&

石

双

翁

i

姐

君

，
$

 

,

■
中
.略
菸
ビ
是
：

(

鍪

&

赛

爲

=佐

规

君

之

贺

撰

’而
成
*
蕃

時

啓

灰
 

之

-#
|

與
庵
.
.白

耘

吝

雜

絮

亦

脅

ゾ

謂

，
猶

而

不

，
謬

者

，
病

(

此
.の
全
文
は
本
佐
錄
に
附
刻
せ
ゑ
と
会 

b
 

.
て
明
ホ
也
顧
白

*
#
,生
#

寬
に
裏
書
し
て
居
る
の
で
あ
る
，而
し
て
此
緣
の
諸
先
^
次
す
れ 

li

_
.
_fc
緣
故
，

る

八

々

で

あ

0
て
、®

に
同
*

の
亂
.若
本
多
家
1
:肩
.の
子
孫
>.に
傳
へ
力
る
古 

文
_

$

1
、„

^

^

_ル
.に
考
証
せ

>

れ
.
*る
こ
ど
な
る
が
、故
に
年
唇
の
著
作
で
あ
る

ざ 

云
ふ
：こ

ど

は

今

は

殆

ん
ど
疑
戰
を
容
る 
> 

の
餘
地
な
い
か
と
思
は
る

 

>
の
で
あ
る

。
-

4

こ
で
此
の
づ
洲
子
の
內
容
は
ド
ン
な
も
の
で
あ
る
か
と
云
：へ
ば

•を
の

/條

i

は
凡
て
七
個 

條
で
あ
つ
て
、匕

_

を
知
名
事
、一一(

身

をg

し
く
す
る
事
、並

我

身

の

S

の

政

の

惡

き

を
m

m
 

に
知
る
事
后
^

侍

の

善

惡

;5
r
細
る
事
^
！
 

•國
持
の
心

を

知

る

事

、五
、家
を
_

べ
&

子
を
選
ひ
、後
見

.0
 ̂
 ̂

■
.

兌
A '
'

選「

ふ
'
事
、̂

百
姓
仕
盤
の
事
，

^

、異
國
ビ

.
日
本
ビ
办

.

.事
f

ぁ
ク

1
此

，
の
.
#
目
 

•
卜
f

を
、一
贫
ず
れ

%

何
に
も

^ ；
を

し

べ

き* ,
.で
も
な
ん
で
も
：な
く
、そ

.
の
#

瞭
普
通
.の
記
錄
に
週 

ぎ
_

い
0 P

お
各
が
、玆
ぼ
第
一
疑
間
と
な
つ
で

M :

る
，
0 '

は
、所
謂
天
遂

^j

は

炉

事

で

i

づ
る 

1
妒

問

題

ず

ぁ

ふ

丨
.

_

德
^

時
代
に
は

.俗
_

普
通
に
天
道

「

々
々
'
ビ
唱
べ
、
_

女
字
^ ̂

. 

^
 

M 

1

圹
於
夫
氬
様

(

此
.
.办
歐
合
ぢ
は

7*
シ
.
ト
ク
^

 

ル
と
か
^

夫 

v

(

i

き

」

I

加
：云
ふ
璩
合

1

1
 

.

.び
3

:
だ
こ
I

れ
ど
i

肥
本
佐
錄
の

0 

.1

 

傻

ぁ

が

无

 

^
 

^
 ,
A
,
m
0

M 
0 
*

 

^

 

^
 

V 

” 

■全

く

菌

痒

南
®

人
.
.の
#

ち 

#

< >

把

天
#

敎

を

指

じ
^

も
の
で
ぁ
る
と

_

.

.■の

.書
面
に
依

^

ば

瘡

說

は

4

ぐ
寧
人
办
；師

な

が

本

下

.平
之
丞
節
ち
順

.庵
：先
生

>
9

物
語

.に

 ̂

.で
た
.

が
：も

0

、
曲

‘に
t'
-

g

*

.に
は

r
w刺
支
丹

0:
«.
蝴
：其

0
.時
.
#
:は
' 

I

.

g

b

.

申

1

彼
が

.法
，に

ば

ギ

主

を

立

セ

候

セ

，，天

徵

务

表̂

奋

し

输
'
間
、佐
«

守

殿

关
_

の
へ
儀
,

术

T
卒
ゼ

t

®

:

Tff
i

0'
,A'
i
i衣
私
は
先
ヾ
日
少
，公
$
:信

0-
樣

裔

章

房

_

政

•&
の
串
1
*
1

を
#
ま

ざ

し

.な
务
れ
楼
氣
，て
嚴
«

^

0

^

0

0

^
 
f

 

,れ
贫

€

の
泰

4

を
,

馨

命

(

之
.
|
电
す
事
耻
於
し
か
農

^

^
 

_

.

#

,

t

f

着

濟

鮝

#
.
本

•
第̂

敗
既
.'

づ
四̂

九
.

)

-
諭

.■
銳

本

佐
^ '
’ミ
ヤ
キ
、ャ

V
H

又
ス
A 

第

西

鍊

1



I

i

!i

u
ii

i

|

\

li

I

i

>
U*
J 

. 

I
^
J
I
U
^
S
M
I 

,
,
i
?
l
c
*
u
s 

 ̂

t
$ 

t-
A

い

--•-. 

.
•

.'
--: 

.
/
.
•
-
.

.、ブ;:
':
.**;
'-
-..
:-
'-.‘.
-

.•
'い-べ-
-
-
'
i
v
:
.
.

.:..-V.

、
-
:
:
• 
.■.
-‘..'

s
.
H
v
s
.
”
-
K
I

.:
*
r
r
;
^
5

’ぺ i

第
志
#
 

.

(

四
汍
0「

7
> 

■論

；
說
木
廣
ネ
マ
キ
ャ
V
H
.
i
x.
v
'.
,

證

C

弓
、：
 

.
'鏞
_

尊
策
±

^

-
» .
_

芬
ネ
で
_

^

^
あ
％

#

る

^
本
皞
齡
_

»:
錄
：ち
し
：
て
.诹
4

に
嫌
懷
’ 

せ

I

.
石

の

か

®V

所

#

る

^
 

资

く
：往〉

令

不

平

柩

0,
,霄
語
へ
を
用
^
.て
、鳩
巢
' の
'亂
き
誤
.
_か

我

何

^

^
0:「

如
6

»
靡
傲
し
、又
嫌
道
、 

に

人

!)
'

V

當
.時
切
支
丹
を
#
.じ
、！

s

宋
.
へ
膝
4 ;
レ

^

々
.內「

藤

乘

^

守
如
：洚

^
事
€

葬
し
、文
.
_や
. 

ー
フ
ハ
ー
ザ
本
多
也
信
と
は
指
含
父
る
.も
、.

ン
、
ャ
；
ソ
€

州

廳

_
彈
守)

^
學
；に

て

，西

學

の

#:
. 

•に
i
 

i
ば
れ
.候
_
,と
.云

つ

て

11
£
,信

-%
,
.亦

切

支

母

#
.
.者
の
’
一
人
•衣
.ぅ

V

か
；部

袅

象

を

浊

&

し
_

が 

V

又「

永
祿
中
，跟
敎(

切
支
丹)

我
爾
鄙(

九

州

の

事

な

ぶ

に

來

h

て
幾
♦

な
ぐ
、其

^

穴

十

州

に

％

紀 

.行
は
れ

J5*
>

W

如
.何
：に
-7P

當
時
切

.
•
丹̂
の
錄
大
な

t
y
.
.
し

.̂
».
き
て
、天
"下

0-
,名
士
が
多
く
之
に
、
 

歸
侬
し
た
る

#

を
' 述
ベ
、
ソ
；
V.よ

：：

>

又『

呵
蘭
降
の
.互
•市
ゆ
琳
に
よ
ぅ
て
★

ひ
.坏
條
*

,に
.
•よ
c

t: 

彼

敗

; 1
支
丹
¥

■

遏
せ
：ち

る

-
き

議

定

h
候
へ
-ど
、.も
.、瞥

時

に

4
.办
て
は
彼
學
に
勝
る
ベ
、ぎ
の
へ 

.貌
ま
：#

其
：餘

0:
法
：な
き
が
命
に
：费

を

4

で
#

も

齡

か

れ

ボ

候

成

^
5

 ̂

丹

に

て

^
 

0
一
邪
ば
佛
.敎
な
る
ベ
七)

尙
ほ
古
'
.
:
へ
夷
，を

以

-(
:
•夷
贫
故
め
し
ハ
象
の
。
r 

.ビ
く 

^
も

电

す

ベ

き

«

と 

一
ほ
ひ
、又『

佛
成
は
.走
，莊
の
：雜
言
を
竊
ん
て
.其
論
を
：%
. 

tし
.
！
i

»の
‘如
•く

考

w

紙
.
％
w

5r
;

%
 

へ
る
に

V
.

西f

 

么
が
条
綠

»

ゅ
要

|

5
ぁ
ト
で
、其

&
傷

_

も
#

ぞ

#
.哓
1
#:
1>
;

f
.
4
0
^
0
如
、
急

■ #
#

.

%

A

に
.：も
候
%

|

を

、
掃

久

續

じ
^

关

學

务

徒

せ%
 

.名

.考

办

後

は

.:

.
:
.ち
今
ば

.た
，其

.事
，を

_

ベ
か

“ら
+ず
、.況
や
當

.代

 ̂

^

'»
•
輝
守
ぼ
小
西
行
畏
に

「

仕
へ
.
#
臣
方

' の
人
：な

5
,し
，故
斯
；ぐ
^

A 

,,る
.な
も
.ん)

免
。が
る
ー
へ
ぎ
所
も

._ 

.
琴
は

.中
、殷
の
義

.士
、周

.
(0
'顽
民

^

^
申
す

'
•事
,

候
，へ
，ば

^

冷何.
れ
惜
也
分
べ
き
冬
に 

候
'匕は存じ候

_

臀

卷

•
.
一

 

.の
苺
七
；8

と
間
.後
_

如
安」

.の
；.事
：ぎ
述
4

2
正
#

も
亦
_
.じ
流
瘀
6
. 

„

人

な-CV

し
事
•を
.

は̂

し
.居
名
.を
尊
れ
：ば
_

^

^

亦̂

^

佐

錄

の̂
.道

纪

天

；
主
^
;の

；
天_
‘丰

.̂
..あ
パ
る 

と
.会

ふ

/こ
と
：に
は
、反
對
-の
意
見
が
あ
り

2̂
%

|
何

セ

今

な'
:く

、
實

：，
は

秦

集

：
：
の

.如
'
>
-
_
蹄

'1
海

先 

.「

生
0 

.
公
’然
舫
く
；0
.
,如
^」

0
_ビ
を
趣
零
^

'
:て

.'達
.：：S

が
、如
.
.上
’
0
.文
：0
熱

領

#

れ

ば

白

：石
$

|

|

霊

咸

誇
 

雅
测
，.せ
も 

名

、

の
で
^

る
、余
，.は
“末

忆

此

の

|;
1
に
'付
，特
-に
一
研
■

ず
‘る
：岁

睱

孝

&
.参
以
,

»
へ
力
に
.斯
^

• 

.•.
言
す
'
:る
‘の
参
氣
.な
；&
:も
：本
¥
镩

に

龢 

說
セ 

?

あ
る
.乏
ぞ
ふ
：こ
ビ
钱
、全
.マ
影
へ
も
形
、 

.:
へ
：
コ

：

.
:
.本
：佐
_

全
：篇

0

_
意
、.は
零
ら
#

_
を

論

;®
.に
.君
.臨
%
.、る

も

0

-;
>
ぬ
得

 ̂

,

'

,
'
:|
:
痛
.切

纪

說

：
：い
：
技

も

の

1:
'
,あ

’-^
君

主

和

る

も

必

は

-第
屮
四
港
、

(

:&
九
一
ン

，論
餽
本
佐
錄
ミ
マ
キ
ャ
ダ
エ

\
スリム
* 

:
 

'

第
四
號
.

一 一-T



(

基

〕

論
.

說
.

^

^

1

1

1丨 

' 

I

育
，し
'て
-、体
政
爹
施
：す
ベ
：し
..す
云
‘ふ
.：の
f

あ

る

：
於

、
3

は

て

着

き

翁

奪

辯

 

廳
：̂

^
巧
.み

.
'
杯̂

#
金

脉

繼

ム

^

_
夢
に
歸
.獬

^ :
.し」

む
‘

,

o
、0
.も

を

兼

七

痛
I

斷
，養

•
<
_
^
.
を

，.治
&

ネ

_玄

¥
ふ
.の

^

乙

と

'

，

i

&

0

.

は
‘
.ざ
る
，を
雄
べ
.

^

4.;
0
^
.あ
今
故
.に

棒

道

ネ

;§
擊)

^
^
^

が
參
實
あ
：4

も
.
#ぬ
：地
#

癥
樂
'を
_

い
¥
.
:愚
與
を
，
、
«

.て
是
.ヵ
：所
：謂
，<|
|
道

て

^

る
.
.ミ
^

’て
，頻
：>
^
.
.權
謀
^
 ̂

て

，翁

る

の.で
.あ
.
.る
、
、
儸

者，. 

0
敎
•は
.多

く

皆

心.

く

し

變

を#

へ
、
縛

心

誠*

な

，
れ

：
と

；
承

つ

て

.、I

簡
»

の
：：.み

，
が.
i
a
i
f
t
,

一
ど
ハ
も
正
信
は
柄
じ
：禪
に
德

#

を

坤

;̂
.す
'る
4

_
.學
#
冷
；|
た
，揉
遠

_
澗
ゆ
寧
は
：#
择
ず
、唯
"
*
, 

へ
库
も
$

0

^

^

 

ふ

に

も

民

^
接
'す

:§
に
も
碧

.智
簿
を

#
 
T
芩
f

免
爾
贫

事
を
，說
v
;x'
.居

る

：
の̂

f
@
.特
色
.と
す
る
所
：で
，あ
る
、故

|;
德」

行

I
.

點
.

汾
儒
參
な
苳
は
、
；

§

 

0
-
.本
隹
綠
を
#

し
；̂

權
.释
術
.數
^
書
ビ
し
、

*

た
し
き

.は
^

懷
欺
瞞

.を
；敎

.為
夺
邪
那
舉
の

_

^
し
"
.
’ 

て 
'齡
く

#-
*
斥
ム
て
届
る

#

も
あ
。る
一
近
年
安
部
旅

^

^
云
.ふ

方

が

，
著M 

为

響

川

.
雜»

5
轉 

、，ふ
.；

書

物

を

：
見る
：
ど

、
高

、
橋.ま

#

#は
.；

革

信

着

雕

評

し

.鬼

詐

镥

權

變

勿

婧

t

t
し
#
 

7あ
.る
：
#
:
レ

採
成

私

利

を

自

的
斧

せ
，ず
、其
の
.
.主
：̂

念

ふ

0

ヤ
念
咚
出p

枝
る
も
の

v
.
tぁ
る
系

#

は
れ
匆
乙

. 

.
名
が
書
ぃ
て

«>
る
が
、此

0
評
は
當

&
ず
と
雕
も
、遠
か

6

ず

1?
.
ぁ

も

色
 

^

^

 

^
  ̂

 ̂

f
t 
0

i

マ
キ
ャ
グ
ェ
ー
グ
の
プ
リ
メ
ス

(

君
論)

.に
酿
似
し
て
展
令 

t.
思

A
の
で
彰
务
本
多

at
信

S 
0

ふ
人
％
亦
サ
キ
ャ
グ
ネ
リ
に

/能
く
似
资
つ
た
性
格
；仪
人
ら 

し
'
.ぐ
■想
像
せ
を
を

\;
>
の
.で
あ
：各

、
T f
 

T

ダ

^
リ
な
參
ふ
一
君
主
④
齡
上
權
を
極
織
に
索
張
し 

々
古
今
無
双
の
氟
制
家
で
ぁ

★

て
、
*

謀
術
數

.の
權
化
で
：ぁ
名

$|
思
ゆ
啟
セ
腾
る
人
で
、今

0
人 

.

.
_龙

^
同
情

.

有
す
各
人

“

、其

(2
)
名
を

«'
ぃ
て
す

I

®'
へ：上
る
曝
で

^

&

}

:

_
米

0 ;
政
論 

.

旅
で
：は

M

u

i

f:

ミ
云
'
,

4

 

Z
古

.は
惡
德

e

如
兇
暴
ミ

•
か
豪

4

 

Z
ど
、
隊
じ

.

0
0
に
使
用

^

J 

\ 

 ̂
3 

キ
ャ

v

ヱ.

I主
*
贫
執
る

•澈
零

^

と
宣
言
す
る
勇
氣

.は

* 

る，
知

い
と
云
は
る

\
啤

恐

ろ

し

い

霄

，

冷
な
タ

て
居
を
.の

，
あ
る
、然

抑
d 

4 t

キ

ア

グ

4
ソ 

0
今

世

0 .

ル

が
誤
.
き
^

て
盾
る
：が
如
く

懐

逆

S

の
人
で
V

な

く
酔

#
»

浆

の

裁

で
も
な
欠 

其從實立.
派な

性

格

0
人

物

.
でぁ

ク
.

1
ラ

茶\

勝

事
®:
行

は

斷
じ
.て
.之

を

排

斤し
-,

現

に
軟 

;
3

ロ
に• 

■
て

4
を

傲

大

な

a'
,統

-
國

家
©
%
.要

钇

感
じ
、君

A
の
權

* :
-
ゆ
絕
»

攀
上
.な
ら
さ
る
可
.

,

震

る
こ
琴
餃
識
ぎ
七
截
敦
で
も

.
偷
理
.で
も
、皆
錄

-
の
無
与
蕭
の
下
に
^

:^
る
を
得
ざ
る
こ 

i

f

 

(

四
§

瞒
.

f

本
象
i

i

l

.

 

. 

.

. 

▲
四

號

|
.
_ 

.



b 
.
序クム哲學全漱第四卷.
三九

-¥
8 '
敗に
 

云
冷

ビ云

^
^-
'
し

評

語
は
マ
'̂'
p 
rク 
'
で

リ
U 

.
然

&
ぼマ

.

.キヤ

^

欧

_
治

學

說̂'
.
取 

ば
必

^
b'
A
y-
.ダ
、で
な

.
、̂現

に

ボ

,ロ
'
'々
ク
'の 

.研

究

•»
> 
-キ

rv
め
i

^
把

權

輿

ず

る

も

致

^: 

K
'ダ
ト
.灰

以

來

.-
S
む

敗上
-:

に
間
却
，せ
が
れ
た 

功
績
知
鋼
じ
、’當
時
伊
，*
利

は

#
敵

四

境

に

追 

眷
入
し
：て
奪
，略

を

»
に

6
相

る

.よ
：：'.り 
'マ
キ
デ

笫

四

號

四

0 

ソ

於

ナ
.瘛
跡
を
有
せ 

^
味
於
て
、敢

て

A'
薇

1
ン
.ダ
■_
 
口
'丨
>,
出
极

本
多
取
信

.

就̂

，て

「

私

利

を

目

的

せ

ず.
 

同

じ

樣

に.，當
；
雜.
.を
C
ビなるべし。

 

衣に足

.&,
次る氣論でぁが攸

S
云ふに

"ソ

-. 

如き

S

其
.0:
,
^
.浪學史

」

.に難て舉世

•の
SC
-治學
 

て、
彼が純平ぬを學贫の態度

V

以てハジス
 

る：
愉理

.學る政治擧：
ふ

g
v

區潍を

W
に.
，
したる
 

\

«
蘭两人

«
逸入恶ぐぬ西_牙人攀交も
 

グ-
H

ジ
：は
此
等
の
外
敵
：'̂
錄

し

で

伊

國

0 '
-
'
統
一

第
十
四
继(

:r
a
九
四
.

)

論
._ .

說
本
佐
錄w

キ
ヤ
ダ
H
.
V
X
A
; 

„

VJ.

を
主
張 

b
ya
る
I
K 歷
，，史

家

-y
j
t̂,
-

の

マ
，

あ
.

^
ェ
?

«
.®,
T;
少
し 

t
 

ざ

る

の

み

な

ら
.

彼

は

却

で

激

'心

に

德

fr
を

賛

稱
レ

で

惡
事
を
嫌
勝
ず 

に
落
似
ざ
ぁ
じ

4

ぜ
は
デ
ィ
グ
，
ッ
_

5
女
.，：ム
め
'誠

言

ず

S

脱

で

あ

^
il
l1

泥
麻
：翁
が 

就
い
，て
も

を
fi
t

ヵ
其
の
隆
‘興
.を

期

11
1
;

な̂
.に
：は
、人
：生
'の

ア

ラ

ユ

ル

事

を

犧

«

に
ゝ
1>
鸾

國

權

办

伸

張

，國
カ 

:0
充

實

に

努

由

せ
:̂
,
ふ
•可

ら

ざ

る.の

必

要

を

認.W
、
此

自

的

を

達
.す

る

に.は
^'
明

來

斷

に

し

て
 

,伊

國
'(D
:
,運

命
：
_?:
,»
肩

‘に

，
撒
0

で
®'
，
つ'の

大

君

主'
•な

：か̂

一
べ
が
：
色

，
ぎ
^
'.
ミ

ど.を
-確
.®-
^3,

P
&
,
つ

た

事

を.褪

述
U

1.
'
、
維

局̂

ホ
.
"

«̂'
£

明

政

稗

度_

違
.

»
解

砍

寒

興

ば#

な
¥

0

率

膽

逸

^

_
十

齡

昔

• 

i

ャ
ゲ
ェ
象
例
國
吖
繁

P 

殆

t

.
奪

,

#

.
0

方

®.
|で
_'成

功

し.た

る

歷

史_

目
«

^:
心

剧

が‘我
.々

ゆ

谀>

ギ
ヤ
ダ
モ
ぬ
吹
思
-想
が
實
行
不
可 

能
办
落
想

e'
■

な

€
は
呢
ラ

■

で
も

思

ft
;
,
.な
ぃ

&

で
.

畫̂

表

.

f

g
治
必

.第
^

窠
藝 

請)

マ
r

”
ダ
ヱ
厂
办

S

使
國
め
狀

M

M
彼
が

f

政
策
の
必

M

を
如
何
に
痛
：切
に
成
し
て

居
つ

.考
か
を

0 

•
で
#

S

.か、y

が§

同
優

s

 

b
:
^'
通

.
■

ぁ
る
、然
れ
ど

も

庇

‘

時
代 

.ひ
學
#

は

‘

も
，ャ
¥

ン
、
タ
に
礙
ら
ず
，何
れ
の「

人
；も
：轉
.家
-の(

統
3

、權

力

.の
#
.中

ビ

^〜

K 

は
，非
.常
^
.重

き

^

®
ま
、

f

般
に
學
說
劣
し

V

は
國

.家
：主

義

せ

1

J
 

,
ん
.ょ
が
は
#

ぶ

U

 

を
執

.つ
た
人
ケ
で
す
ら
、政

^•
の

權

办

の

集

中

を

ぎ

懿

し

嫌

固

在

夯

政

府

夺

必 

を

の

^

ぁ
ふ
、例
ぺ
ば
兮
キ
ャ

.ダ
ろ

.リ

.の
後

.に
政」

治

錄

攀

者

ミ

答

,

^

.

た
る
人
が
は
槪
ね 

皆
治
#

の
鄭
«'
權
‘

唱
0

し
代

^

^:
で

ぁ

つ
で:

ホ

：
ッ

ブ

，
ス

の

如

.
◊極

«
,な

/>
,
范

權

S

.’は
暫 

ら

-

論
外
k

し

處

卜

ダ

ン

ミ
ダ
ト
:‘グ
，
ぐ
1

リ 

'ゾ

K 

:
K 
メ

ー 

ノ

ザ

齋

0;
':
諸
事
.者
ば
、概

样

替

.個 

主

義

の

自3

論

#

.

6し
て
有
名
な
る

<

4
で

ぁ

づ

た

.に
拘
ば

4
 

,
政
權
：の
鞏
固
，を
主
.張

す

*
.
る 

點ては、

何
れ

.灰

'

P
.

キが

,
义

^
蹲
流
は

^/
七
減
に

^
か
あ

0;
^

作
巧
_
の
各
を
身
ら
ノ 

' 

.

.
:
竿

歐

(

f

5

:

-

『

&
■:
.翁

^

n

_

H

X.'
' 

V
 

.

'

.

V

 
第
四
啤 

5



顧 細

1 1

I

! • ]

I

| |

[ I

I

丨' :

1

翔

I

|  jj

4  I

i !

<» < i：

f

 
四
怨
.

六)

■.敬

病
 

J

 
ャ
n

 

為
.

，■'
.

,
 

.、 

. 

§
.
 

J

1

パ

れ
チ
ャ

!

レ
ス

ニ
世
の
復
辟
當
诗
共
和
遷

#

を
*

吹
，す
る

-
危
：險

感

き
0.
.
.動
傅
：漭
^

じ
S

 

0 

f

.

の
刑
に
間
は
倉
る
ム

I

リ
ン
ド
シ
が
マ
キ

' 

ャ
v

€

.

: 

i

K

i
:ト
ネ
ト
ル 

で
あ
つ
て
、前
者
を

「
近
世
«

1

.
0.
;

政
治
學
者
を
し
て

#

に
非
常
に
稱

«

し
：展
冷
る
.こ
过
伞
蔽
ふ 

一"
.
ら
.
さ
を
辱

»

で
あ
る
，(
タ
ニ 

Z

グ
政
游
摩

&

齡
ニ
‘
册
ニ
1

E

A
K:

を
：見
る

-f

し)

又
*

&

ん，.艮
ぢ 

の
：苦
：心

&
 

.

<

.し
て
個
人
的
自
由

0

領
域
を

®

傲
^

か
を
と
を

.
求
め
'
,自
*

を
以

12

.-國
氣
無
九

の
謙

»
•を
.以
で
铖
を
稱

»

レ
居
跨
を
事

®

上

5

一
七
《

T-
注
を
息
る
べ
し

)

な
あ
を
顯
®
ず
れ

ば
M

i

 

K
 

m察
.

3

力
る
、
_

面

f

. 

•は
.奢

く

“
f

 

(

半
面
、歲

-

と
は
.
_
 

2
ゐ

つ
‘
で
.
本
多
里
信

©

.
本
錄
_

ら
畲
あ

£

た
和
華
張

「
即
ち

^

|

|

.

'
を
共
技
今
印
の
：政
撿
學
考 

力
大
に
硏
鄉

7
 ̂

ベ‘ 

§

衝
値

5>
;

有
^

l>
;

?

p0'
:̂
.̂

る
。
、

:
■:
:
本
佐
敛
の

.胃
頭
：に

.无
_

办
*

明
を
爲
し

「

天
逾
ミ
は
神

K
も
'あ
ら

^

佛
に
も
あ

.
6ず
、？
地

 ̂

聞
の
主
へ
あ
る
羞
て

f

體
.な
し
、天
心
ぬ

5

に
光
勸
し
で

f

.ざ
る
所
な
务
％
と
云

?

 

居
る
の
は
鉍
何
は

4

*
督
教

0:
說
貌

.晚
き

^

0
»

で
.

ぬ

る

续

興

み

?

に
宠
れ
ば

「

顯
人
,ト
 

傾
で
乙

.双
天
0

の
'«.
把
得
沱
ぅ
、私

0,
^

夫
>.
.
,以
て
：狀

•す

に

^

^
鄭
勝
反

%'
;
0,
0

に

あ
$

§;
れ

ば
：#

冷
妙

(

所
に
は
か
ぬ
ム
，：；
大方は

#

.

愤

侍
.
：れ

ど

务

賓

着

咚
^

^

れ
1

1”
；言

：
夂

焊
 

太

在
_

秦
.
又
.
1
寧

？
^

ふ

，學̂

含

ビ
'

記
”
る

し

务

る

，
4
^
 

S
害

る

說
e

i

み
；
^

 

i

 

ふ

は

，
蓮

：
.
錄¥

静

州
.
奪
治多て豸.

ミ

.0
:事
あ
れ

«

支
那

4A

を• 

钱

、
レ

，
哼

ち
.ハ9
S

寧

校

間

ゆ

：
る」

も
鉍
；.の
«

'
は

術

變

人

を

參

ク
_
た
.の「

.
1

,

^

^

ッ；
4
磬

9
焱
：師

钐
.

て

 ̂

M 

Q.

餘

0
幸
あ

.
％ t. 
i

 

s

i

$

i

.

 

„ 

f

i

,

 ̂

$
 

.
く
i

诤
に

.，物

.勘
灸
：

痄
名

,

0
:感

.1
:
'
.
.
糸
る

」

栌

ゼ

&

' ^
M

も
.
謂

邱

ゃ

寧

吻
0
 
^
0
,
^
.
0 

趣

也

、
又

*

填

客
H
ふ

.
事

赵b」

ぢ
.
.述

さ
^
樣

に

玆

ビ

氣

佐
：錄
.
'以
|

,

^

各
條
酜
炉

.
T .
.
，

ャ.
ダ
' 

チ
又
：の
デ
リ
r
.ン
：
ス.
t

m -
«

c

:

v

v

M

l乙
一
冬
1;
想
.
.到
し
.
て
€

 

e .
t

c

.意

.
咏
あ
卜

^

疼
齋
ゆ
る
％

^

1 !
.し
も
余

4
色
‘
|1
'

鏡
：に
，
.敗

1:
,

た
今
极

.象

1;
^

,A.ざ

か

ベ
 

し
士
碟

«
.
'る
"
余
ぼ
今

_

に
ぃ
本
ぃ
佐：

綠

も

ズ

ト

ン
.

ス'J

と

釔
t

良
^

•

し

1;
*1

命
'
そ
@
.
終
間
4

.辨
す 

も
-
Q
.睱

な

し

ど
0
.
k
A
裁
■は
'
-私
故
に
：%

り)

身」

^

榮

樣

紅

樣

冷

て
1
龜

段

す

-る
知
さ
は
勿
部
ち 

勿
#

琴
招
き
て
天
飞
鼙

^

十
べ
氣

&

戒
％
爾

1
を
爾
ふ

.に
は
、f

 

#

1

0
.

^

.

?
 

v

 ̂
,
7 

に
#

砍
を
以

‘ 

S

ひ
、兵
書
に

.あ
る
#

勝

の

，：
命

得
’
^

释

め
“
て

英

雄

办&

务
取
、
に
あ
承
，ふ：

 

^

'

♦ゥ

故

目..，し

鼠#:
^

、
は

翁

太
 

 ̂

^
 

 ̂

^
^
>
V
.
A
<
S 

^

,
^
-
F
S
#

 

6

 

■考

)

.

‘

恥
 

キ
，茨

警

爻.
.
. 

：.'#imI



.维

十

昀

卷

吗

九

八

o

'
驗

#

,
敗

佐

纖

キ'ヤV.H 

9ズ
.
.A'
,.
, 

ノ 

酿

.

©'
-
四

'
'て
衆
人
ー
の
脊
攀
を
我
身
智

”晴
ど

‘し
' て
廣

’ふ
：/
べ

,1
.
と
会
，
^
揭
着

€

が

^

^
"«:i

'

株
#

じ
.で
#

%

 

そ
.ぼ

11
|
.家
は
浩
髮

^-
時
、ど
：し
そ
ば

_

然
威

*;
:を
政

.^'
:
^

,課
：叛

0
.前
右

.る
ビ
：
.
|序
大
樂
：に

.：及

.ば
為

ら
ぞ

w

摘
言

.し
、
_

#

,の

傲
V
:

名

_

敎
，は

#

養
、■

0:
心
.̂:
於
て

h« ;
_

w
あ
”な
，と
裕
ツ

’
^
レ
、表 

.而

1
^
”
は
‘大
'に
泛

.を

.偺
、仰
す

.る
：樣
：だ

M
,
.せ
.掛
げ
る
砂
，
^

#;
ギ

*:
^

^
例
ベ

.ば

.怫
敎

_

取
.ir
v

:ir
.:あ 

ら
豸

る

獄
.

叶
.
.

V

' 

r贫
ど
会
，
 

一へ
-夺
求
隹
錁

,
論
'旨
ば

^

ん
.ど
'皆
ダ
デ

ゾ
-
ス

の
^
に

®

^;
_
.隊

-̂
(
.零

^

罵

-#
;

^

依̂
.0'
へ
1:
;

% 

へ
冬
れ
繁
私
る

P

で
、此

'
.の；"ニ
 

_
を
：全
、
#

*
じ
ぞ

.

«

^

^

‘
^

«

:

全
だ
陣

&

作
，考
の

^

パ

u

4;
n x
•'る 

力
ビ

'
.®
%
^
. 

s
fe
似
>寄
1
.々
0.
:
.點
'
:が.
'多〔い

：. ，の
-; で

：_ あ
••る
'減
ハ
に̂

”見 

V
, 
メ

毕
？̂-
>は
_
^
,
>
> 

r 

ギ 3.H 

.リ
‘，に
，̂
木
ハ
似
：；
合

爷

る

傳

生

^
‘
_

^

$
 

疼

猶

ほ

；
沙

键
 

今

上

杉

象

；
^

®
乂

が

：：
如

」

し

を
.；1
へ̂

冷

古
_
灰

引

令

て

禱

\
:
备

:f
顧
し
華
め

.忠
,

心
■を

®
.て
：解
贫
治

¥
:身
笮
赛
す

.る

0
-根
.
•茶
角
爲

f
 >
•
:

可

;'
£

>

»'i
'そ 

.多
，
:^
論
士
；
.て
.
.@
^

>
、正
償
も

.亦
、之

.と
_
 

て
、
^

ii

皆 

粗
稗

1:
取
：办

.上

.ベ
す

1
C
:

し
泠
ゼ
 
> 

云
か
ウ

<
:、诿

；S
^
±

:
K
:
T

め
稂
乐
な
：
^
.、不
^

^

曜

ひ
.を
幻

*

^
 

S 

9 

 ̂

^
 

%
 

1

1
 

±

. 

.

^

1
 

£

1

4

^

.
 

^
 

r

. 

不
„

富
だ
あ
り
、版

^
心
：峰

_

»

_

%せ
.《

X

ふ
ぃ
鐘

A

自
”然
.に
.聚
：免

1
質
4:
费

，

？

%«;

.
碘
%
象
窮
の
：
^

に

,

ふ

^
し
：：
v

'

_人

.
下
を
治
：め
.a ，
ふ
第
一

.
の
政
は

«
赛
孤

.獨
喚
四

.
#
^
.
.

/

雜
悲
：を

*

へ
''
'
檢
ふ」

云

^:
を
#

^
1:
頻
り

^:
#

&
を
載
き

^

る
は

^

知

^

齡G
h
f
l
r
n
r

鉍齡気玛信於

A
^
M
a
^
n
o
b
i
s
m

 

-
I說•

穴
.たょ

‘％な

_
^̂.
で叙

O,
て此擎祖

_

:

、

9.
馱
免
芄
修
此

.

.
#似
杉
る

.：ゆ
亦
'甚
允

'资

%:
る
な
輪
釦

^

电
。
...
："
.、.
.
.。
，ハー
i 

( 

.

.

;!
:
"
-パ
'
.
4)

M
 

..

,

银

^
ど
も
玆
に

^
^'
fe
t;
)̂

^'
^.
&
、f;
t

t
れ
‘
、
«

^

 

t

k
 
ぅ
.̂
常
時
も
於
。け
：な
^.
本
利
ト 

/ 

の
國
狀
ゆ
前

^
述
ぺ
.农
：る
如
く
非
秦
吹
，大
_

難

^
喚
也

±
氣
寧
敗
し
墩
風
騰
落
し
、内
ば

/1
>
候 

.

.
_小
擦
：轉
瓦
つ
じ
相
.排
擠

.

.
b
.
TT
:
私(

利

.#

.欲

1:
.
:«*
^:
^
|>
,、終
：ゆ
务
國
：.競
ク
て

«

©

»

4

^

_
灰
％

臟
戰
靡
計
是
れ
、事

€
し
4
\朝

0
親
：'友

：
は

无

の

：
：
仇

»

歡
.な

：
り

，
令

日

：
我

：
夂

の

_

.の
中
に
於

-
 

‘ 

の
' 0
0
 

ら
る

'̂
不
義
背
信

0;
’行

の

：
如§
:

本
、其
の
時

.代
：に
於

V
.

は
.殆
而
と
普
通
の
常
：康
，
€

'
.

見
做
姿
れ
、之

4

犯
す
も

0.
办

'^
士
も
、衮
程
一
般
士
：人

.の
感
情

.を
：刺
激
す
る
：
乙
^

‘な
か
分
た

9
 

;
あ
る
、而
し
七
我
か
德
川
氏

0'
初
代
即
ち
ー
芷
信
赏
'時
の
：狀
雜
は
、ド
ゥ
：‘で
あ

C
V

た
が
と
云
ふ
：と

*

,

固

1'
々

«

太
利
の
ゾ
ジ
：レ
の
如

t
敵
.國

'の
：腮
迫
を
蒙
る
な
ど
の
：事
は
：之
れ
な
か
り

.!
>
.
S雖
、天
下 

/ 

第
十
©
猞
' c

四
九
.九
')

，諭

說

'■
■

本
佐
錄
と
.

y

 

Aヤ
グ
す
ズ
ム
：

.〜

.,

. 

•
第

四

爲

1



四
猪
' 

<
m
Q
0 

) 

0 

0 
,

本
依
織
$
.キ
ヤ
ダ
*
1ス
ム
' 

第

四

號

i

■ 

•
. 

-

.

做

堍

刹

懈

It
し
て
戰
國
の
氣
風

&

.脫
す

る

,
j 

€

能

は

ず

、四

方

に

辦

據

し

た

る

大

名

■等
，動

も

ず

'

れ
ば
爭
飢
を
思
ふ
の

際

«

令
し
か
ば
、
^

政
の
；不
整
瞒
な
が
し

i

ざ

並
に

K

心

の

^

#

か

ざ

K
y 

じ
^
.ど
ぼ
千
五
百
：年
代
め
伊
太
利
と
甚
た
し

&

差
異
は
な
ぐ
，共
は
強
大
な
る
統

.I

政
治
の
必 

發
を
威
し
お
る
々
明

'か
&
な
ん

^

國
關
ヶ

‘原
戰
役

0
前
、後
に
於
け
る
一
般
士

.人
勿
氣
風
は
、或
，

•
多人ぶ

0.
想

像

ず

る

：：が

如
^
鵷

缶

遒

，の
精
華
を
.發

揮

し

て

擄

義

廉

耻

の

心

に

富

ん

で

靥

ね

ぁ 

#
被

ぼ

疑

«
な

n

i

f
 

#
太

利

0
>如
¥
腐

敗

«
落
、の
極
に

.至
4

办

じ
己
と
は
、略
今
推
測
せ 

6

_
'̂
の
节
ぁ

,̂
、故
^「

.ブ
7.

ン：

ス
を
本
佐

.錄
☆
を
對

■照
す

れ

.ば
、施

疫

_

ば

於

で

多

少

の

差

鍇 

,

を
反

#
し「

ブ,
'
v

ス
’
&
本「

佐

.錄
，狀
.此
し

^
言

|
1字句の用法大に露

#

*
れ
ど
も
、本
.佐
錄
炫 

'

立

王

#
'を

馨

为

冬

#
ぐ
見
へH

'

者
'は
‘酔蠻極る妄言を吐露したる樣なれ

w

も，
後
 

著
は
ベ
ザ
一
ヤ
ぼ
.親

铷

珍

§̂

何
.̂

‘
-な
‘
氣
^
'惡〜

^

咖

び
.る
>
@
^
.ぁ“る
ゾ
舉
れ

一
.

ッは眯欺し

.

— 

：
：
.
'
•
>
.

——

 

.
V

洋
•人

巴

衡

洋

人

思

.

§

氣
質

.

.
'
©
相
違
律

^p 
0
 

0

す
' 
る
こ
^

S

る
“
ベ
P

如
齡
す
る
所
主

^
-し

t:
德 

#

耐
.會

0;
股
檄

-0 ;
同
じ
か
ら
ざ
り
し
ビ
依
る
も
の
甘

.あ
&
,フ、例
へ
は

「

ブ
タ
ン

.
ス
お
於
て
ぼ
君 

主

^'
^
.
.も

0:
は
.時
せ

‘し
て
敗
性
を

'帶
は
，
#'
る
可
ら
；さ
る

I
と
を

#

き
"公」

雜
憚
る
所
な

.ぐ

猛

..‘
獅
 

が

妖

狐

#

例
を
'示
し
セ
.*
竑

ば

：
猛

.
"
獅
へ
ざ
.
：な

つ

V

暴
.力

を

：
振

：：

a
:
、
成

.
は

妖

狐

ぎ

な

o

 

,て
‘部

獬

を

_

す

— 
.■-
.
 

i
r 

.. 

• 

.

.

. 

.

i

l

l

l

l

i

i

^

l

i

i

i

l

l

i

i

l

l

l

^

l

l

i

i

i

i

i

i

i

i

^

^

l

l

p

i

i

i

i

i

i

i

l

l

i

l

l

i

i

i

l

i

i

i

i

l

l

g

E

l

p

^

^

m

m

を • 

論

u

て'

磨

か

俊

錄

に

ば

君

f t ：

名

A

驕

を .

極

め

セ

籤

の .

邋

t

0

&

t

•‘警

，ず

4

面

に

は

君

P
隨

汰

捋

に

ぼ

虎

狼

.野

狐

0
心
，ざ

し
0

含
む
、-如
.此
0

世
；の
時
分
'に
.笑 >

 

を

治

16
は 

ぼ

文

武

办1
1

を
.乘

^

ん
ぼ
©.
:
.る
事
な
か
が
た
し

」

と
說
け
：る
が

f

^

s

,

0

調
紳
士
的
に

l>
rc 

%
®

な
.る
も
、
#

ゆ
*

卞
¥
>
:

グ
ユ

y

0>
人

格

が

野
卑
で
あ
つ
て

$
.信
.が
高
佝
で
あ

€>
ぬ
次
第 

防
於

S
ず
#

D
终
ぢ
邂
窜
て
居
る
か
ば
知
卜

ざ
：.

4
: 

l

m倩
：の
文
武

-は.

マギ，ヤ
グ
エ
リ
.の猛
獅 

妖
狐
で
あ

^

て
文
ば
妖

'«
を
意
味
し
武
ぱ
猛

_

を
意

I*
す
る

0

で
あ
る
、
1
潸
の
言
辭
に

W
ぐ 

%

如
ぎ
文
蚌

0'
«

掇
赵

f

ぼ

^

(-
'
.周
圍

e

徽
墩
が
然
ら
し
め

^

t
e過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
、譬へ 

ば
衝
體

■

ば
.
®痒
ぬ
'於
で
：は「

■
.

に
‘

感

情

を

氟

ぎ

起

キ

父

名

も

印

本

*:
.^:
に
於
て
は
今
日
泰

笟

#
が
似

<-
;
忌
や
ら
ひ
ぎ

.
■
を
な
次
し
む
；
.る
の
類
で
あ
夕
て
、マ
キ
ヤ
グ

^
リ
時
代
の
伊
太
利

‘

.

.

.

.

.
,
 

.

で
ゅ
正

«-
.の
如
き
紳
士
的

0

#
葉

.を
邋
な
た
の
で
は
、宛
私

’戰
國

0

塒
黑
時
代
^
流
子
が
位
赣 

§
1

道
电
說
い
て
其
の

®
逾

を

鈐

は

れ

f

が
如
ぐ
婉
曲
な
る
禮

«

作

法

办

好

文

字

ば

、却

o

rc 

何

#

砂

効

用

を

爲

，さ

.
e 

rし
犯

‘

：ん

*

れ

、r

ブ

y 

V

ス」

が

本

佐

錄

i
 

h
敗

露

骨

.：に

し

で

野

卑

«
 

'̂
.
が

胁

く

傲

は

る

>(
所

以

で

あ

&:
:

5'、マ
キ
ヤ
グ
、

ジ
が
平
生
得
意
の
思
想
は

「

人
間
が
成
功

 ̂

各
ね
は
徹
底
的
の
善
人
で
あ
な
か

0 
<

は
徹
逾
的
の

M

A

1T
あ

^

ね

0

な

^

§

云
ふ
こ

e
 

•

第
十
四
镫
パ

Jt
o
一
.)

.踏

.
說

本

塞

I

泠ヤゲ

f

 

.
ズ

.̂-— 

.

四七



奪
w
x
-----i
l 

毚 At

替

B
l 

l
iv
/̂
.
nis
.r.
^
^̂-
.-l
r
-
d 
r*,
\

i i k M

零
四
猞」

(

洱
0:
'
1
'

〕

：論
：

敬

‘凇
象
を
マ
キ
ャ
ズ
％
-
.炎
ん
； 

第
掘
麴
' 

四
^

で

办

々

免

で

，
.絞
が
、蓝

«

の
本
佐
錄
に
咏

T
V

 

A
 

■
«;

し
て
は
：：居
&

,̂

い

每

道

^

背

も

辉

人

ぁ
k

ば
智
慧
と
威
光
ど
武
劈

k

を
以
せ
ド

V

i

 

G

M
す
ベ
し
、善
人
杈

;̂
ば
大
に

.
尊
ふ
.

S

J

i 

.

.

. 

:
" 

•
' 

' 

.

ミ

»
へる紙如が、
又

「
大务が城の：
羅

‘崔
：̂

固

.め
、公

儀

^
輕知す

.る龙细說ゆ道を知

S:
ざ
る 

ゆ
觅
ぁ
シ
，遒
を

.知
&:
歡

#
林
必

^
詉姐するば心

®:
^
し、
右

©;
_ 

$&:
K

_

Gfi
M
fe
云懸
 

け

^
0
は耽

b

a

kぐ
.ー,
じ爱

.子兄

_
親類た，

=
v
&l>
.
:忽

«'
に
.すベ

.から

1>」

《ど云

.へ
A
の
 

»
ぬ
.是れ収，
も

w

f

v't
'
、
場合に依つ，て鳴徹底

1>
た惡

'人
ど
な
れ

」

と
云
ふ
こ

-
C 0
喈

示

.b
か
 

*:
;
の

^

る
.，i

s

此

の

敗

人

：̂
敗

西

取

大

洋

_
千
：舉

を

隔

で

、
肝
膽
相
，照

ら

す

乙

ね

期

ぐ

0 

舭

<

ff
uy 

^
は
缉
に

-»'
0<
間に何事か

#
 

_0;
#:
するなしとせ知：
や

。

‘

.

:
:
:

,''
;
.
$弋

T;
^'
干
?;
«!
^

お

^

ス
.

」

ゆ

末

章

^;
於

,
、&

赴
於
本
書
を
著
~は
：
し

：
^

谷
動
機

.私

詛

る

：
し

、 

紙

4

る
'悲
.
»の
：
尊'を

：
樣
^:「

ネ
雄

S

丨
灰

0'
'
民

、.埃

'
及
0
,奴

獻
"
'ぢ
.な
ド

：
$
 

後
、
.モ
わ
#
硃 

0
孰

德

、
世̂

®.
成
^
波
斯
火
、ネ
，デ
十
如
國

??
:
爲
％
ゆ

.虐

.せ

.ら

れ

，
^

而

じ

策

後

、
シ

交

《

、
膽

勇
® 

厚

吹

各̂

顯

は
5;
-
、«
典
敗
族
崩
壤
離
散

3

で
而
し
：て
後
、セ
.
シ
氣
ス

.

.

.

S

靡
材
著
魄
を
、费
し
琢
此
，
 

ゆ
三
乇
を
啓
鞔
せ

&

が
爲
め
，ゆ

»
爲
坺
名

‘し
.%

豫

fe
塗
，炭

^
苦
：匕
む
&
南
ば
、我

&

伊
太
利
の

如
わ
亦

0

t'
^
.
&
:
め
惨

#

を
，極

^
、綱
紀
地

is
-

®
ち
て

■
»

主
傘
わ
、外
國
交
も
來
で
奪
略
殺
戮
を

, 

- 

.

.

..

m

モ

」

> 
に
し
て
、其
，の

.人
民
を
奴
使
し
茶
毒
す
る
こ
ビ
、遠
ぐ
ィ
ス
ン
，

1
.べ
波
斯

1
#典
の
上
に

M 

W七
而
し
て
後
に
、英
雄
の
-憤
越
を
待

ク

な
，ら
ん

」

艾
井
上
毅
氏
校
翁

#

修
庆
_

の

「
君
論

」

，

1

八
一 

バ
I

引
用
す

「

？

ン
メ

」

は
外
に
雛
國
策
ビ
し
て
杉
本
淸
胤
氏
の
難
本
ぁ

i

ベ、且つ

「
今
殿 

i (

援

^

*

.
王
.
.レ
ォ
十

.

.
»
:
の
甥

'-b
-

1
1>
..ン

ッォ：。ド

『

メ
'
^
.シ：
.̂
.
s
.ふ)

明
‘力
に

.

.上

.天
並
卜
法
^
の
替 

I

を
受
け

fi
.つ
法
敎
を
維
持
す
る
の
任
を
以
て
之
を
殿
下
に
屬
せ

&

る
加
ふ
る
に
殿

^

は

A 

a

i t

し
，て
、其
力

•能
ぐ
，犬
業
を

^

す
に
足
れ

b
‘伊
國
の
民
殿
下
を
外
に
し
て
其
れ
孰
れ
を
ぬ

0 

み
ん

«
.ふ
に

.殿
下
能
く
余

‘が
前
じ
援
引
す
る
古

^

雄
.の
爲
.す
所
に
則
せ
ら
ば
此
事
決
し
て
成 

レ難

_か
ら
ざ
る

.な
ぅ
、
■
.

し
所
謂

'る
古
英
雄
な
る

«

は
.，興
功
績
甚
た
、偉
な
り
ミ
雖
.も
、亦
皆
人
な 

y>
_

材
略
衆
に
異
な
る
ょ

>

迤v
i

主
k

な
る
ビ
雖
も
、未
た
殿
下
が
今
日
に
於
け
る
が
如
き 

湯
^

に
立
れ

^

其
各
正
く
し

V

義

0:
順
な
る
亦
殿

.下
に
若
か
す
、上
帝
必
ず
殊
に
福
を
殿
下
に 

叩
す
ベ
し
、

*

れ
B

む
，を
得
ず

し

て
戰
ふ
も
の
は

_
«

タ
他

^

民

*?
:

救
ふ
の
法
な
く
し
て
干

*
 

T
動
す
も

0'
-

^:
仁
な
.
^
職̂
下

.何
ぞ
疑
は

^

在(

同
上
勝

ft1

‘
A
ニ

ー

三

頁

丢
<>
•

•

て、當
時

フ，ロ

レ 

\

ス
，
の

都

督

れ
-

=v

し
メ
デ
シ
公
に

「

ダ
义
ン
ス
审
の
プ
义
，ン
ス
た
■ら
ん

^
名
を

»

め
ぬ

'®
で
'ぁ 

其
の
言
宛
も
，周
公
.
,武
玉
に
で
も
献
策

1>
^

る
の
趣
な
き

K
あ

；
ら

ざ

れ

，
ば

、
權

儒

：
を

し

て
 

_
.散4-

四i,- 

( 

論
'

E

木
佐
錄
ん> 
キ
卞
ゲ
‘
U

 

,

-

肩
四
,
' 

受



i

芒-二 
一一
 

-
.

,..一 .」..

-
-
-
-
-

^
•
A
. 

i
.
'
.
.
:
-
' 

.
:
-

、、-
-
v
-
o
:
-

、\
'1.
'
i
;
.
:
,
. 
s.:
 

1- 
■
'
 
-■ 

^
 

r̂p,̂ 

.
v
^
.
 ̂

…

-…

，，厂 

I.
, 
.

.

.
-■:
,、*
-
- Ir
 

:
. 

■■ 

u
, 

V
. 

, 

-■■

,
-

『
■

.

ihX

fj

|i

li1

ii

隊 霸

:
.
. 

,

,'
•
 

.
 

, 

: 

/-. 

' ' 

ベ：
.：

-
:

f 
: 

V 

! 

■,

第
十
四
验

(

五
0
西)

論
說
本
佐
錄
ミ
マ
キ
ャ
^
エ
9
ズ
ム 

策

四

號

M
)

之
'を
®
.ま
■じ

^
ね

6

ん

1:

ゆ
*天
；晴
れ
王
佐
の
才
ど
し
て
大
に
之
：を
，

®

歌
し

^

る
な

&

ん
、浓
れ

W

も「

グ
ジ
：ン
ス

」
は
#

門
學
者
を
し

.

y

 

'近
世
政
治
學
の

'
權
興
で

.
あ
る
e

f p
s

.- b
め
た
る
が
如
く
、

. 

. 

...... 

•

 

.

 

:
 

\ 

.

殆
ど
硏
究
的
に
徹
底
し
て

*■作
者
の
胸
臆
.を
赤
撕
令
に
露

.
出
し
、障
て
後
來
俗
間
に
物
議
の

0

を 

造
$

た
る
も
，本
佐
錄
は

「
ロ
傅
に
あ
ら
ざ
れ
ば
眞
の
妙
所

^

は
至
り
難
し

」

な
ど
、
云
り
て
、表
は 

>に
極
言
せ
ざ
る
’所
が
猛
獅
妖
狐
を
巧
み
に
文
武
の
ニ
字
仅
依
つ
て
，云
ひ
願
は
し
た
る
筆
法
で

'
 

あ
つ

F
,

此
の
.點
ょ

-
O
V

之
を
見
れ
ば

5J
E

信
の
方
が
マ
キ
ャ
グ
、
リ

ょ
，.

C
S..
I

頭
地
を
拔
い
て
卓
越

..

 

し

た
る

智

略
家

で

あ
ク

た
か
も

知
.れ
な
い
の

\

で
あ
る
、柴
野
栗
山
本
佐
錄
に
序
し
て

「

我
佐
渡
本 

多
侯
'
之
於
=東
照
公
妥
所
ョ
以
_

翼

麗

”者
、臀

0 0
|
,'«
0
« 0
而
成
：豈
_密
_

秘
：策
、外
人
不
％

ニ̂

と
云

2

婦
亦
道
同
氣
合
，相
投
之

S

會
默
契

' 者
万
爾
也
を
云
ふ
が
如
き
は
兩
な
か
ら
事
實

ず
し
て
、眞
に
佐

命

の
地
位
に 

に
危
激
の
言
を
吐
か
ざ

K
yし

%
.あ
.つ
て
，正
信
は
.
.マ：キ
ヤ
ダ

ェ

リ
の
如
.ぐ
不
遇
逆
境
に
遭
逢
せ 

,あ

o'
て
、常

に

將

軍

0

帷
，.喔

に

參

し

た

る

が

故

に

、責
任
上
.殊
觅
ら

の
み
な
&

す

事

實

之

を

ロ

外

す

る

の
必

要
も
な
か
つ
た
の
で
あ
る
、是
.れ後
儒
が
本
佐
錄
を
評 

I
Wて
一
王
道
，之
最
中

」

次
.ど
云

-s
る
所
以
な
る
ベ
き
も
、世
上
の
傳
說
に
依
れ
ば
，家
康
が
前
.田
利
家 

の
已
れ
に
背
ぃ
て
齊
を
輝

&

ん
ビ
し

*

る
を
其

.の
姻
：戚

'細
川
忠
.興

に

贿

賂

し

て

翁

a
止
&

し

み
だ
れ
：ば
金
く

 

M 

S

顧
览
で
が
が
；

e
云
び
、(

薇
き

®

P 

.
は
卿
時
の
事
質
を

©

ょ

ぐ

記
u v

办 

_

灰
.の
存
在
を

.以

.て
：國

家

統

1

の

一
;

大
障
寄
ビ
な
し
、陰
に
彼
等
を
、爆
動
し
て
、

®:
ei
议 

«*
減

0:
薇

#'
,
_
-^ :
^

が
_

矢

^

正
信

0
密
钟
'に
基
り

P

P

る
も
§
ぬ

h
y 

€

云
ひ
其
相
德
ハ

. 

-
代

る

こ

i
は
 

•
¥ゼ

$

か
ら
ざ
：る

.事

«!
で
知

‘
，恶
し
、て
翁
ヴ
士
ず
：れ

®
學
潜
ぐ
し
て
ば
蘇
も
幹

』

少
* 
く
i 

V
.

變
行

.家
と
レ
ム

,

マv
v

グ
へ
ジ
ば

»

か
.に
：疋
儀
に
ー

.
き

_を
轍
：ぜ

.ざ
る
を

#
f
o
.

‘'■
.
’へマ
ギV

グ
ェ

^:
，0;
ff
l:

*
の
'君
生

.ば「

ブ
リ
ン
ス

」

ホ
に
勝
；々
引

®

し
で
、興
才
略
を

■
貧P

つ
、

:̂.
;

か
” 

％

 

K

v-V
“

る
，ボ

ダ

^ .
^ '

ば
法
丑
藤
如
菸
、六

*
§
.
子
に
ひ
て
、

«
頗
ふ
る
赠
難
に

.し
で

.
 

* b
^
に
.富
み
、常
に

4
<

志
：を
獲
き
で

#

.國

.及
其
の
,
邦
を

»
ぜ
で
統

1: 觀

業
を
樹

y

ん
と
欲
し 

泥

0
攻
ー
着
衆
た

％
&

t

^

i

-

»
の
父
を
失
ふ

S

か
と

,
^ '
-

0
重
寐
ヒ
に
做
り
て
目
ぎ
を
達

1

^

上

タ

：は
此

^
を
敗
で
當
瞼

^

%
た
を
べ
き

1
0.
、
模
範
.ビ 

>

ベ 
'
し
と
籤
美

_レ
：、て
、メ

ダ

i/
'
.麥
に
麵
を
學

î
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